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1. 研究進捗状況と成果 

近年急速に発展しているベトナムにおいて、環境問題が大きな社会課題となっている。そこで、本

プロジェクトでは、環境問題の解決に資する分析技術（題目１と題目２）、人材（題目３と題目４）、

データ収集・AI解析システム（題目５）を提供することを目的としている。すなわち、時間・コスト・

労力のかかる分析ラボでの分析システムがネックとなり頻発する環境汚染の分析需要に対応できて

いないベトナムの現状に対し、日常的かつ大規模の環境分析を可能とする現場型分析システムを構築

し、これら高度な分析を実現できる人材を育成して、データサイエンス型の分析システムを提供し、

日常的な環境モニタリングを実現する。 

プロジェクト中間を迎えた 2025 年度は、分析 R&E センターの整備をほぼ完了して、2025 年 11 月

18日に開所式を実施した。ベトナム国家大学（VNU）の Son総長、在ベトナム日本大使館伊藤全権大

使をはじめ、日越 160名の参加者があり、開発した技術のデモンストレーションを実施するなど盛況

であった。また、ベトナム最大の TV局 Vietnam Televisionの他、ベトナム共産党機関誌など１７誌

で取り上げられた。ベトナムは国内情勢が非常に流動的で、VNUもその影響を受けた結果、センター

の設置場所が急遽変更になるなど、半年遅れとなったが、日越協力のもと対応することができた。 

デバイスによる分析技術については、現場での重金属分析デバイス（対象：鉛、カドミウム、ヒ素、

水銀）を原理レベルから開発してきたが、低コストデバイスの加工法、流体制御法を確立して、1mL

からの環境試料中の重金属の抽出と 50 倍程度の濃縮、マイクロ電極とモバイルアナライザによる検

出が可能になった。水銀については非常に挑戦的であり、まだプロセスが確定できていないが、その

他については見通しが立ってきている。水銀については別の方式のマイクロ流体デバイスの開発も進

めており、最近成果が得られはじめている。また、マイクロ技術の展開として、ドローンにより遠隔

環境水サンプリング、またガス（ベトナムで大きな問題となっている PM や NOx など）のローコスト

センサも開発を始め、一部原理を検証した。日本の技術が多く使われている大型の環境モニタリング

ステーションでは、水と大気についてパイロットステーションを１台ずつ選定して技術改良し、現在

まで３か月間、良好なデータを得ている。高価な機器でありながら技術も運用も問題がありエラーが

発生している状況を改善すべく、2026年度はワークショップを開催して、地方政府に啓蒙活動を実施

する。また、メンテナンスシステムも人材育成システムを確立した。人材育成では地方政府の分析担

当者向けの分析トレーニングを農業環境省と連携して開始した。モニタリングステーションやラボ分

析など、技術トレーニングには大きなニーズがあり、今後 200名の分析官を育成する予定である。ま

た、データ解析では農業環境省と内容について合意した。リモートセンシング、モニタリングステー

ション、デバイス、ラボ分析の多様なデータを収集し、AIによる地域特有の相関解析を可能にして、

高い空間・時間分解能での環境データマッピングに取り組む。すでにデータ自動収集や表示システム

（ダッシュボード）の開発が進んでいる。環境分析に向けた AIそのものの開発も進めている。 

以上、ベトナムは状況変化が非常に大きく、多くの困難な状況に直面したが、チーム全体で対処し、

一部遅れもあるが技術開発の成果が出始め、共著での論文投稿や国際会議発表もはじまり、プロジェ

クト中間時点での目標をほぼ達成している。 

論文例：H. Tazawa, N. V. Noi, K. Mawatari, etc., Detachable and open-column concentration 

device for rapid and sensitive on-site environmental monitoring, MicroTAS2025（重金属検出

の基本フォーマット） 特許１件出願（重金属濃縮検出技術の基本特許）
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